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     地図２ 高千穂峰付近の地図 

吉
備
に
お
け
る
東
征
の
足
跡 

 
 
 
 
 

白
崎 

勝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
著
・
た
か
と
り
が
明
か
す
日
本
建
国
） 

 

 

は
じ
め
に 

吉
に
備
え
る
と
誰
が
名
づ
け
た
か
、
吉
備
と
は
良
い
名
で
あ
る
。
黍
が
た
く
さ
ん
採
れ
た
か

ら
と
も
言
う
、
そ
の
由
来
は
、
東
征
の
あ
か
つ
き
「
ひ
の
も
と
の
大
倭
」、
建
国
の
吉
に
備
え
た

ク
ニ
の
、
表
現
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

。 

 

調
べ
る
と
岡
山
の
由
来
は
、
市
内
を
流
れ
る
旭
川
の
右
岸
に
天
神
山
・
石
山
・
岡
山
の
三
つ

の
丘
が
あ
り
、
そ
の
岡
山
に
城
を
築
い
た
か
ら
と
あ
る
。
分
か
り
や
す
い
由
来
で
あ
る
が
、
な

ぜ
そ
こ
に
天
神
山
や
岡
山
が
あ
っ
た
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。
天
神
山
と
は
高
天
原
の
神
・
天

津
神
が
こ
こ
に
や
っ
て
来
た
こ
と
を
遺
し
た
山
名
で
神
武
東
征
、
東
進
中
の
命
名
と
考
え
る
。

石
山
や
岡
山
も
同
時
に
名
づ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
岡
山
県
に
は
百
近
い
岡
と
つ
く
地
名
が
遺

さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
ず
天
孫
降
臨
に
遡
る
「
岡
」
の
由
来
に
つ
い
て
、
お
話
し
す
る
。 

 

此
地
は
韓
国
に
向
ひ 

有
力
な
天
孫
降

臨
の
候
補
地
は
、
宮

崎
県
臼
杵
郡
の
高
千

穂
町
と
霧
島
の
高
千

穂
峰
で
あ
る
。
詔
に

『
此
地
は
韓
国
に
向

ひ
』
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
博
多
湾
岸
の
説

も
あ
る
。 

 

地
図
１
は
神
武
東

征
の
経
路
を
調
査
す

る
中
で
見
つ
け
た
、

壱
岐
と
唐
津
に
あ
る
高
尾
山
を
、
直
線
で
結
び
北
と
南
に
延
長
し
た
図
で
あ
る
。
狗
邪
韓
国
か

ら
遠
く
高
千
穂
峰
に
続
く
直
線
が
見
つ
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
先
は
璧
（
へ
き
）
が
見
つ
か
っ

た
串
間
市
で
、
奇
し
土
地
柄
へ
の
名
づ
け
で
あ
る
。 

こ
の
直
線
上
に
は
人
吉
市
の
高
尾
山
も
あ
り
、
偶
然
の
名
づ
け
で
無
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
直
線
は
１
５
２
度
の
角
度
で
、
夏
至
の
日
の
出
方
角
６
２
度
と
の
差
は
９
０
度
で
あ
る
。
夏

至
の
日
の
出
方
角
を
東
と
し
た
と
き
の
、
南
に
向
く
直
線
と
い
え
る
。 

魏
志
倭
人
伝
は
対
馬
国
か
ら
一
支
国
へ
の
東
南
に
向
か
う
渡
海
を
、「
ま
た
南
に
一
海
を
渡

る
」
と
こ
の
１
５
２
度
の
方
位
を
南
と
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
上
陸
後
も
、
こ
の
基
準
で
行
程

の
方
角
を
記
録
し
続
け
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の
混
乱
を
招
い
た
。「
東
南
伊
都

国
」「
東
南
至
奴
国
」「
東
行
不
弥
国
」
が
有
力
候
補
地
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
平
行
線
を
引

い
た
よ
う
に
、
不
弥
国
か
ら
「
南
至
投
馬
国
」
の
西
都
市
、「
南
至
邪
馬
台
国
」
の
朝
倉
市
、「
其

南
狗
奴
国
」
の
菊
池
市
の
全
て
が
１
５
２
度
を
南
と

す
る
線
上
に
あ
る
。 

邇
邇
芸
命
は
狗
邪
韓
国
か
ら
高
千
穂
峰
に
続
く
、

こ
の
奇
跡
の
直
線
を
知
っ
て
い
て
、
詔
の
『
此
地
は

韓
国
に
向
ひ
』
の
一
言
を
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
高
千
穂
峰
か
ら
狗
奴
韓
国
方
向
に
あ
る
山
に
、

韓
国
岳
と
名
付
け
た
と
推
測
す
る
。
ま
た
高
千
穂
峰

の
東
に
当
た
る
西
都
原
を
、
朝
日
の
直
刺
す
国
、
薩

摩
の
阿
多
付
近
を
夕
日
の
日
照
る
国
と
表
現
し
た
の

で
あ
ろ
う
。 

 

 

高
千
穂
峰 

 

高
千
穂
峰
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
記
紀
に
記
す

高
千
穂
峰
か
ら
浮
島
に
い
た
る
表
現
が
、
登
山
経
路

地
形
と
良
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
付
近
の
地
図
を
載
せ
る
。 

・
天
の
浮
橋 

邇
邇
芸
命
は
雲
海
の
中
の
高
千
穂
峰
に
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
遠
く
の
山
々

が
島
の
よ
う
に
見
え
て
、
霧
島
と
名
づ
け
た
と
考
え
る
。
高
千
穂
峰
か
ら
降
り

る
と
き
は
、
お
鉢
に
登
り
返
す
鞍
部
を
通
る
。
鞍
部(

背
門
丘)

の
両
側
が
霧
の

海
と
な
っ
て
い
て
浮
橋
に
見
え
た
の
だ
ろ
う
。 

地図１ 魏志が記す行程の方角 
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地図３ 南九州の岡または丘と名が付く山の分布 

 

・
二
上
峯 

お
鉢
は
高
千
穂
峰
に
添
う
よ
う
に
あ
る
火
口
で
あ
る
。
添
（
そ
ふ
り
）
の
山
峯

と
い
う
表
現
も
当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
登
山
口
か
ら
見
る
と
、
両
端
が
高
く
な

っ
て
い
て
、
二
上
山
の
よ
う
に
見
え
る
。 

・
梯
子 

 
お
鉢
か
ら
の
下
山
道
で
は
、
後
ろ
向
き
に
岩
に
掴
ま
り
な
が
ら
降
り
、
そ
の
姿

は
梯
子
を
降
り
る
に
似
て
い
る
。 

・
浮
島 

 

登
山
道
入
口
に
あ
る
神
籬
（
ひ
も
ろ
ぎ
）
斎
場
は
平
地
に
な
っ
て
い
て
、
霧
の

中
を
下
り
て
き
た
と
き
、
浮
島
に
見
え
た
の
だ
ろ
う
。
浮
島
平
の
表
現
も
納
得

で
き
る
。 

 

頓
丘
（
ひ
た
お
か
） 

日
本
書
紀
は
高
千
穂
峰
か
ら
の
経
路
を
、『
そ
宍
の
空
国
を
、
頓
丘
か
ら
国
覓
（
ま
）
ぎ
行
去

り
て
、
吾
田
の
長
屋
の
笠
狹
（
か
さ
さ
の
）
碕
に
到
る
。』
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
頓
丘
を
現
代

訳
で
は
「
丘
続
き
に
歩
い
て
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
現
実
的
に
考
え
て
み
た
。
当
時
、
山
に

名
前
も
無
い
時
代
な
の
で
、
山
々
に
丘
と
い
う
名
を
付
け
な
が
ら
進
ん
だ
と
解
釈
し
た
。
国
土

地
理
院
地
図
で
調
べ
て
み
る
と
北
海
道
を
除
く
全
国
で
５
３
の
丘
と
岡
と
い
う
名
の
山
が
見
つ

か
っ
た
。
そ
の
内
、
４
６
ま
で
も
南
九
州
に
集
中
し
て
い
た
。 

こ
れ
を
地
図
３
に
示
す
。

高
千
穂
峰
か
ら
笠
沙
の
野
間

岬
に
向
か
っ
て
、
岡
ま
た
は

丘
と
付
く
名
の
山
が
続
い
て

い
る
。
野
間
半
島
か
ら
鹿
児

島
湾
を
渡
り
大
隈
半
島
を
巡

り
、
逆
「
の
」
の
字
型
の
経

路
は
、
八
代
海
の
獅
子
島
で

終
わ
っ
て
い
る
。21,22,23

の
直
線
や39,40,41

の
矢

印
型
の
配
置
は
、『
朝
日
の
直

刺
す
国
、夕
日
の
日
照
る
国
』

を
強
く
意
識
し
た
配
置
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

表
１ 

全
国
の
丘
と
岡
の
名
が
つ
く
山 

番

号 

名 称 所 在 地 番

号 

名 称 所 在 地 番

号 

名 称 所 在 地 

1 国見が丘 宮崎県西臼杵郡 19 餅ケ岡 鹿児島県鹿児島市 37 陣が岡 鹿児島県曽於市 

― 母智丘 宮崎県都城市 20 剱ノ岡 鹿児島県姶良市 38 大野岡 宮崎県都城市 

2 虎ケ尾岡 鹿児島県霧島市 21 牟礼ケ岡 鹿児島県鹿児島市 39 霞ケ丘 宮崎県西諸県郡 

3 文字岡 鹿児島県霧島市 22 牛頭野岡 鹿児島県日置市 40 土然ケ丘 宮崎県小林市 

4 二牟礼岡 鹿児島県霧島市 23 甚九朗岡 鹿児島南さつま市 41 霞ケ丘 宮崎県小林市 

5 雨祈岡 鹿児島県霧島市 24 乗越の岡 鹿児島南さつま市 42 城ノ岡 宮崎県小林市 

6 丸岡 鹿児島県霧島市 25 西の丘 鹿児島南さつま市 43 八幡丘 宮崎県えびの市 

7 鏡ケ岡 鹿児島県霧島市 26 亀ケ丘 鹿児島南さつま市笠 44 鳶巣丘 鹿児島県伊佐市 

8 貝吹岡 鹿児島県霧島市 27 辻風岡 鹿児島県南九州市 45 鳥神岡 鹿児島県伊佐市 

9 茶屋ケ岡 鹿児島県さつま町 28 横堀の岡 鹿児島県肝属郡 46 黒崎丘 鹿児島県出水郡 

10 有年ケ岡 鹿児島県薩摩川内市 29 陣ノ岡 鹿児島県鹿屋市 47 城ケ岡 兵庫県三田市 

11 田原丘 鹿児島県さつま町 30 霧島ケ丘 鹿児島県鹿屋市 48 雙ヶ岡 京都市右京区 

12 弥三郎ケ岡 鹿児島県さつま町 31 草野丘 鹿児島県曽於郡 49 石堂ケ岡 大阪府豊能郡 

13 須杭岡 鹿児島県さつま町 32 宇都丘 鹿児島県志布志市 50 天樫丘 奈良県高市郡 

14 小毛野岡 鹿児島県薩摩川内市 ― 勿体岡 鹿児島県串間市 51 君ケ岡 宮城県刈田郡 

15 今村岡 鹿児島県薩摩川内市 33 岳野丘 鹿児島県志布志市 52 陣ケ岡 岩手県紫波郡 

16 火立ケ岡 鹿児島県いちき串木野市 34 登見ノ丘 鹿児島県鹿屋市 
53 

迦陵嚬 

伽岡 
岩手県一関市 

17 陣ケ岡 鹿児島県いちき串木野市 35 狐ケ丘 鹿児島県鹿屋市 

18 鳶ケ岡 鹿児島県鹿児島市 36 惣陣が丘 鹿児島県霧島市    
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地図４  全国のたかとり山 図５ 九州のたかとり山 

 

こ
の
岡
や
丘
の
配
置
や
名
前
に
は
、
古
代
人
の
心
が
、
託
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
気
が
つ

い
た
と
こ
ろ
を
幾
つ
か
挙
げ
る
。 

１
、
牟
礼
は
岡
の
意
味
で
あ
る
が
、
牟
礼
ケ
岡
の
名
が
あ
る
。
岡
の
中
の
岡
の
意
味
か
、
幾

つ
も
の
経
路
が
牟
礼
ケ
岡
を
指
し
て
い
る
。 

２
、
岡
と
丘
が
混
合
し
て
い
る
が
、
丘
の
数
は
１
＊
２
、
３
＊
４
＊
３
＊
２
＊
１
と
な
っ
て

い
る
。
最
初
の
田
原
丘
の
前
に
有
年
ケ
岡
を
配
置
し
て
、
母
智
丘
か
ら
田
原
丘
ま
で
一

年
を
有
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
天
孫
降
臨
は
七
年
を
要
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

３
、
大
隅
半
島
の
曽
於
市
付
近
に
は
、
弥
五
郎
ど
ん
巨
人
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
名
の

良
く
似
た
弥
三
郎
ケ
岡
が
あ
る
。
弥
五
郎
ど
ん
は
猿
田
彦
の
こ
と
と
考
え
る
。 

４
、
宇
都
丘
が
大
隅
半
島
に
あ
る
が
、
宇
都
の
地
名
は
、
南
九
州
に
集
中
し
て
い
る
。
訪
ね

る
と
、
皆
、
谷
奥
で
谷
水
に
よ
る
灌
漑
稲
作
を
伝
え
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。 

 

神
武
東
征
と
岡 

神
武
天
皇
は
、
邇
邇
芸
命
が
岡
と
丘
の
名
の
山
を
、
残
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
東
征
の
途
次
、「
岡
之
水
門
」
や
「
岡
田
宮
」
の
名
前
を
残
し
て
い
る
。
そ
し
て
東
征
最

後
の
地
点
の
橿
原
に
、
区
切
り
の
丘
を
使
っ
た
「
天
樫
丘
」
を
残
し
て
い
る
。
邇
邇
芸
命
の
心

を
今
実
現
し
た
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
混
乱
を
避
け
て
、
東
征
途
中
の
山
に
は
丘
を

付
け
な
い
で
、
最
後
の
地
点
に
名
づ
け
て
い
る
。 

 

倭
国
連
合 

筑
紫
の
高
天
原
の
天
照
大
御
神
か
ら
、
日
嗣
の
印
の
三
種
神
器
ま
で
授
け
ら
れ
て
降
臨
し
た

邇
邇
芸
命
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
四
代
目
の
神
武
が
、
東
征
に
あ
た
り
筑
紫
の
人
達
と
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
は
、
必
然
な
行
動
と
言
え
る
。
古
事
記
も
記
し
て
い
る
。「
日
向
よ
り
撥
た
し
て
筑
紫

に
幸
行
で
ま
し
き
。」
と
一
言
で
あ
る
が
、
豊
国
の
宇
沙
に
到
る
前
、
筑
紫
に
出
向
い
て
い
た
と

記
し
い
て
い
る
。 

神
武
東
征
が
筑
紫
と
連
合
し
た
説
を
見
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
筑
紫
と
一
字
異
な
る
竺
紫

の
岡
田
宮
に
一
年
と
ど
ま
る
記
録
も
、筑
紫
の
人
達
と
と
も
に
岩
舟
を
準
備
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

納
得
で
き
る
滞
在
で
あ
る
。 

天
孫
降
臨
で
そ
の
経
路
を
「
丘
や
岡
」
の
名
前
で
遺
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
神
武
が
、
重

要
な
こ
の
東
征
の
行
動
を
地
名
や
山
名
に
遺
さ
な
い
は
ず
が
な
い
。 

全
国
の
高
取
山
・
鷹
取
山
は
東
征
の
ベ
ク
ト
ル
だ
っ
た 

東
征
の
経
路
に
、「
タ
カ
」型
地
名
が
沿
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
は
井
上
赳
夫
で
あ
る
。

東
征
で
灌
漑
稲
作
を
伝
え
た
と
こ
ろ
に
、
豊
後
高
田
・
安
芸
高
田
・
熊
野
高
田
な
ど
を
遺
し
た

説
で
あ
る
。
岡
山
県
で
は
総
社
市
・
赤
磐
市
・
真
庭
市
・
津
山
市
・
矢
掛
町
に
高
田
は
あ
る
。

岡
山
市
内
で
は
楯
築
遺
跡
の
麓
を
流
れ
る
足
守
川
添
い
に
あ
る
。
付
近
は
古
代
吉
備
の
中
心
部

で
あ
る
。 

同
じ
「
タ
カ
」
型
の
高
取
山
・
鷹
取
山
が
、
東
征
隊
が
進
ん
だ
方
向
を
表
す
ベ
ク
ト
ル
で
、

高
尾
山
や
○
尾
山
が
こ
れ
を
補
佐
し
て
い
る
こ
と
を
見
つ
け
た
。○
に
は
異
な
る
文
字
が
入
る
。

高
倉
山
・
○
倉
山
・
高
城
山
・
高
塚
山
と
山
の
み
で
も
「
タ
カ
」
型
は
実
に
多
く
、
東
征
の
足

跡
は
あ
ふ
れ
て
い
る
。 

地
図
４
に
全
国

の
「
た
か
と
り
山
」

を
プ
ロ
ッ
ト
し
、
対

と
思
わ
れ
る
山
を
結

ん
だ
。
偶
然
の
配
置

で
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
奈
良
よ

り
西
が
神
武
東
征
で
、

東
は
日
本
武
尊
東
征

で
あ
る
。
二
つ
の
東

征
が
同
じ
方
法
で
遺

さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
連
の
建
国
の
事
業

と
認
識
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。 

九
州
の
「
た
か
と

り
山
」
の
位
置
を
拡

大
し
て
図
５
に
示
す
。

６
対
の
ベ
ク
ト
ル
が

あ
り
、
内
３
対
で
朝
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      地図７ 東征経路の高尾山 

倉
に
三
角
域
Ｔ
を
形
成
し
て
い
る
。
ベ
ク
ト
ル
Ｆ
は
反
対
に
延
び
る
点
線
の
よ
う
に
、
日
向
に

延
び
て
い
て
、
神
武
兄
弟
が
高
千
穂
宮
で
東
征
を
相
談
し
た
後
、
Ｔ
に
向
か
っ
た
足
跡
と
考
え

る
。
古
事
記
が
記
す
筑
紫
へ
の
行
幸
で
あ
る
。
高
天
原
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ベ
ク
ト
ル
が
短

い
の
は
、
多
用
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
か
、
倭
国
の
領
域
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
。 

ベ
ク
ト
ル
Ｄ
と
Ｅ
は
筑
紫
平
野
の
人
々
が
、Ｔ
に
向
か
い
集
合
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

直
方
市
の
鷹
取
山
に
延
び
る
ベ
ク
ト
ル
Ｇ
は
、天
草
や
島
原
の
人
々
が
Ｔ
付
近
で
合
流
し
た
後
、

岡
田
宮
方
向
に
進
ん
だ
本
隊
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
本
隊
の
こ
と
が
記
紀
に
記
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
そ
の
後
の
議
論
を
生
ん
で
き
た
。
東
征
の
中
に
亡
く
な
っ
た
、
長
兄
の
五
瀬
命
の
隊
だ

っ
た
た
め
記
載
が
無
い
の
だ
ろ
う
。 

ベ
ク
ト
ル
Ｈ
は
、
東
征
を
決
め
た
神
武
が
筑
肥
山
地
を
越
え
、
生
ま
れ
里
の
高
千
穂
峰
山
麓

に
一
旦
戻
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
東
征
の
準
備
だ
ろ
う
。
狗
奴
国
が
こ
の
と
き
滅
ん
だ
こ
と

は
後
の
研
究
で
判
明
し
た
。
ベ
ク
ト
ル
Ｓ
は
、
西
都
原
の
高
取
山
か
ら
宇
佐
神
宮
の
南
西
に
あ

る
鷹
取
山
に
延
び
て
い
て
、
記
紀
が
記
す
東
征
最
初
の
行
程
で
あ
る
。
西
都
原
を
出
発
し
た
こ

と
が
分
か
る
。 

 

倭
の
ク
ニ
グ
ニ
は
東
征
に
参
加
し
た 

倭
の
ク
ニ
グ
ニ
が
東
征
に
参
加
し

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
図
６
で

は
北
九
州
の
「
た
か
と
り
山
」
分
布
に

「
○
尾
山
」
を
追
加
し
た
。「
○
尾
山
」

の
中
で
も
「
高
お
山
」
は
特
別
に
意
識

さ
れ
た
山
で
全
国
に
５
６
と
数
が
多
い
。 

先
に
述
べ
た
一
支
国
の
壱
岐
と
末

櫨
国
比
定
地
の
唐
津
に
「
高
尾
山
」
が

見
つ
か
る
。
伊
都
国
比
定
地
の
糸
島
市

は
、
同
じ
「
タ
カ
」
型
地
名
の
「
高
祖

山
」
が
あ
っ
て
、「
世
王
在
り
」「
一
大

率
」
が
い
た
と
記
す
よ
う
に
、
特
別
な

国
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

奴
国
・
不
弥
国
付
近
に
は
大
宰
府
市

の
「
高
雄
山
」
が
あ
る
。
こ
こ
が
「
○
雄
山
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
経
路
の
区
切
り
の
た
め

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ク
ニ
グ
ニ
も
大
宰
府
付
近
で
、
本
隊
に
合
流
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

近
く
の
米
ノ
山
峠
に
笹
尾
山
・
竹
の
尾
山
を
残
し
て
、
合
流
後
こ
の
峠
を
越
え
た
こ
と
ま
で
記

録
し
て
い
る
。 

そ
の
余
の
ク
ニ
の
参
加
は
五
島
、
武
雄
、
鹿
島
に
「
○
尾
山
」
で
記
録
し
て
い
る
。「
高
尾
山
」

で
な
い
の
は
、
旁
国
と
し
て
の
区
別
で
あ
ろ
う
。 

若
松
半
島
の
岩
尾
山
、
舟
尾
山
は
遠
賀
川
下
流
を
指
し
示
す
。
山
名
の
頭
を
と
っ
た
岩
舟
は

上
流
に
あ
る
船
尾
山
と
あ
い
ま
っ
て
、
東
征
の
為
の
造
船
を
記
録
し
て
い
る
。
船
尾
山
の
木
の

川
出
し
地
と
思
わ
れ
る
、
遠
賀
川
支
流
を
訪
ね
る
と
位
登
古
墳
が
あ
っ
た
。
伊
都
国
の
人
が
采

配
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
事
柄
は
、
魏
志
が
記
す
西
暦
二
五
〇
年
こ
ろ
の
後
、
神
武
東
征

が
行
わ
れ
た
こ
と
も
分
か
る
。 

こ
れ
ま
で
の
事
柄
か
ら
、
神
武
東
征
が
単
な
る
領
土
拡
大
で
な
く
、
綿
密
な
計
画
の
も
と
行

わ
れ
た
、
建
国
の
事
業
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
単
に
瀬
戸
内
海
を
船
で
東
進
し
た
の
で

な
く
、
陸
上
隊
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
後
を
追
う
筑
紫
や
日
向
の
人
達
と
と
も
に
進
ん
だ
東
征

だ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
六
年
を
要
し
た
歳
月
も
理
解
で
き
る
。 

 「
タ
カ
」
型
の
山
が
記
録
し
た
東
征 

研
究
の
途
次
で
あ
る
が
、
判
明
し
た
と
こ
ろ

を
簡
単
に
紹
介
す
る
。 

地
図
７
は
瀬
戸
内
海
を
す
す
ん
だ
、
東
征
隊

の
本
隊
の
足
跡
で
あ
る
。
遠
賀
川
畔
に
始
ま
る

高
尾
山
の
直
列
は
特
に
、
吉
備
に
多
く
あ
る
。

地
図
で
確
認
願
い
た
い
。
播
磨
と
の
境
に
高
取

峠
を
名
づ
け
て
い
て
、
意
気
高
く
す
す
ん
だ
東

征
隊
を
想
像
で
き
る
。 

芦
屋
の
鷹
尾
山
は
特
別
な
「
た
か
お
」
で
難

波
の
渡
の
出
港
の
場
所
で
あ
る
。
孔
舎
衛
（
く

さ
え
の
）
坂
で
の
戦
い
に
敗
れ
、
熊
野
に
回
っ

た
こ
と
も
記
録
し
て
い
る
。
東
征
の
到
達
地
点

が
宇
治
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
世
界
を

図６ 北九州のたかとり山と○尾山 
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    地図１０ 東征経路の高倉山 地図１１ 九州の高倉山 

       地図８ 東征経路の高塚山 

      地図９  東征経路の高城山 

治
め
る
と
東
征
最
後
の
地
点
に
ふ
さ
わ
し
い
命
名
を
行
っ
て
い
る
。 

 
地
図
８
・
９
は
高
塚
山
・
高
城
山
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
隊
が
西
日
本
を
隈

な
く
言
向
け
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
単
に
瀬
戸
内
海
を
船
で
進
ん
だ
の
み
で
は
、
建
国
と

は
な
ら
な
い
し
、
強
力
な
ヤ
マ
ト
王
権
が
生
ま
れ
る
は
ず
も
な
い
。 

 

地
図
１
０
は
高
倉
山
の
列
で
あ
る
。
山
口
市
に
始
ま
り
吉
備
で
は
多
く
の
高
倉
山
を
残
し
て

い
る
。
高
梁
川
、
旭
川
、
千
種
川
畔
に
あ
っ
て
川
の
安
寧
を
祈
っ
た
山
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

そ
の
先
、戦
い
の
あ
っ
た
河
内
を
避
け
て
淡
路
島
に
迂
回
し
和
歌
山
、宇
陀
と
進
ん
で
い
る
。

宇
治
に
は
高
倉
山
を
残
し
て
い
な
い
。
筑
紫
で
神
武
兄
弟
に
建
国
を
託
し
、
後
を
追
っ
た
豊
受

大
神
の
足
跡
と
考
え
る
。 

 

風
土
記
の
記
録
に
よ
れ
ば
東
征
後
、
摂
津
に
進
ん
だ
の
ち
、
神
武
の
即
位
を
見
届
け
る
と
、

静
か
に
身
を
引
き
、丹
波
で
天
照
大
御
神
に
御
饌
を
献
ず
る
奉
斉
の
日
々
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。 

地
図
１
１
は
九
州
の
高
倉
山
で
あ
る
。
朝
倉
の
高
倉
山
が
天
照
大
御
神
を
祀
る
麻
底
良
（
ま
て

ら
）
山
を
指
し
挟
み
、
薩
摩
半
島
で
は
邇
邇
芸
命
の
足
跡
を
指
し
示
し
て
い
る
。
豊
受
大
神
は

高
天
原
の
朝
倉
か
ら
、
薩
摩
に
出
向
き
邇

邇
芸
命
に
東
征
の
報
告
と
加
護
を
祈
り
、

後
を
追
っ
た
の
だ
ろ
う
。
祈
り
に
満
ち
た

建
国
だ
っ
た
こ
と
に
感
慨
と
誇
り
を
感
じ

る
。 

 

後
に
豊
鋤
入
姫
命
は
、
天
照
大
神
を
祀

る
準
備
の
為
、
元
伊
勢
と
呼
ば
れ
る
神
社

を
訪
ね
て
い
る
。
丹
波
、
紀
伊
、
吉
備
と

豊
受
大
神
の
旅
を
遡
っ
て
い
る
の
は
、
豊

受
大
神
と
と
も
に
遷
宮
を
続
け
た
天
照
大

御
神
の
御
魂
を
求
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。 

 

吉
備
の
元
伊
勢
・
名
方
浜
宮
の
候
補
は

い
く
つ
か
あ
る
が
、
旭
川
河
口
に
近
い
浜

野
の
内
宮
と
推
測
す
る
。
東
征
の
後
を
追

う
豊
受
大
神
は
、
東
征
が
遺
し
た
山
が
指

し
示
す
場
所
も
ま
た
、
尊
い
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
吉
備
国
内
宮
は
高
雄
山

と
笹
尾
山
が
、
外
宮
の
伊
勢
神
社
は
赤
磐

付
近
に
あ
る
○
尾
山
の
三
山
の
列
が
指
し

示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
天
照
大
御
神
を
奉

斉
し
吉
備
国
の
安
寧
を
祈
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

 

吉
備
に
お
け
る
東
征
の
足
跡
。 

 
吉
備
に
お
け
る
東
征
の
足
跡
を
地
図
１
２
に
示
す
。
日
本
書
紀
は
吉
備
国
に
高
島
宮
の
行
館

（
か
り
の
み
や
）
を
つ
く
り
、
三
年
の
間
に
船
舶
を
揃
え
兵
器
や
糧
食
を
整
え
た
と
記
す
。
高

島
の
地
名
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
島
宮
は
ど
こ
か
と
注
目
さ
れ
る
。
高
島
の
地
名
は

福
山
市
か
ら
続
き
、
海
を
行
く
本
隊
が
転
々
と
移
動
し
た
痕
跡
と
思
わ
れ
る
。
旭
川
を
遡
っ
た

の
だ
ろ
う
。岡
山
城
の
近
く
に
も
高
島
は
あ
り
、こ
こ
に
天
神
山
が
あ
る
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。 

 

陸
上
隊
の
経
路
を
推
測
す
る
と
、
高
尾
山
の
直
列
に
沿
っ
た
経
路
と
な
っ
た
。
福
山
の
天
神
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地図１２ 吉備における東征の足跡 

山
を
出
発
し
旧
山
陽
道
を
旧
真
備
町
に
進
む
。
高
梁
川
は
総
社
付
近
で
渡
り
、
吉
備
中
山
付
近

に
進
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
倉
敷
に
高
鳥
居
山
が
あ
る
の
は
、
こ
の
吉
備
の
中
心
部
に
し
ば
ら
く
留

ま
っ
た
名
づ
け
と
考
え
る
。 

 

吉
備
中
山
を
出
発
し
た
陸
上
隊
は
岡

山
城
付
近
で
川
を
渡
る
。
こ
こ
高
島
付

近
が
国
府
と
な
っ
た
の
も
、
東
征
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
知
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
旧
瀬
戸
町
の
天
神
山
方
向

に
進
む
。
こ
こ
に
長
尾
山
・
岩
尾
山
・

細
尾
山
と
三
山
も
○
尾
山
が
並
ぶ
の
は

珍
し
い
。 

 

そ
の
先
、
熊
鷹
山
付
近
で
吉
井
川
を

渡
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
四
国
に
遠
征

し
た
隊
が
こ
の
付
近
で
交
差
し
赤
磐
を

経
て
津
山
・
倉
敷
・
鳥
取
と
山
陰
に
向

か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。 

 

本
隊
と
陸
上
隊
、
さ
ら
に
山
陰
を
巡

っ
た
遠
征
隊
も
、
播
磨
・
丹
波
を
経
た

後
、
決
戦
に
備
え
て
芦
屋
の
鷹
尾
山
の

麓
に
集
合
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

あ
と
が
き 

 

ナ
ス
カ
の
地
上
絵
と
似
て
異
な
る
大
地
へ
の
記
録
に
よ
り
、
邪
馬
台
国
や
建
国
の
過
程
の
問

題
は
、
大
枠
が
解
け
た
の
で
あ
る
。
古
代
人
の
英
知
の
賜
物
と
い
え
る
。
Ｐ
Ｃ
の
地
図
は
画
面

上
拡
大
・
縮
小
が
自
在
で
直
線
も
引
け
、
こ
こ
数
年
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
が
、
古
代
研
究
で
大

き
な
発
見
を
も
た
ら
し
た
。
考
古
学
会
が
記
紀
の
記
述
を
否
定
し
、
近
畿
説
に
も
と
づ
く
遺
物

解
釈
を
改
め
な
い
限
り
、
ま
だ
百
年
も
論
争
は
続
く
だ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
記
紀
の
記
述
を
立
証

す
る
立
場
に
な
る
な
ら
、
瞬
く
間
に
長
年
の
問
題
を
解
決
し
、
新
し
い
日
本
を
創
る
力
に
な
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 

地
図
１
３ 

 

神
武
東
征
の
経
路
の
ま
と
め 


